
横浜市勤労者福祉共済条例施行規則(昭和 45年 5月横浜市規則第 66号) 新旧対照表 

 

現行 改正後 

（第１条省略） 

 

（加入の手続） 

第２条 横浜市勤労者福祉共済（以下「共済」という。）に加入し

ようとする者は、横浜市勤労者福祉共済加入申込書（第１号様

式）に横浜市勤労者福祉共済被共済者名簿（第２号様式）を添え

て市長に申し込まなければならない。 

 

 

 

（加入承諾書等の交付） 

第３条 市長は、加入の申込みを承諾したときは、横浜市勤労者福

祉共済加入承諾書（第３号様式）及び横浜市勤労者福祉共済被共

済者証（第４号様式）を当該申込者に交付する。 

（新設） 

 

 

（第１条省略） 

 

（加入の手続） 

第２条 横浜市勤労者福祉共済（以下「共済」という。）に加入し

ようとする者は、事業所の所在地、名称、代表者の氏名その他市

長が必要と認める事項を記載した申込書に、被共済者となる者の

氏名、生年月日その他市長が必要と認める事項を記載した名簿

（以下「名簿」という。）を添えて市長に申し込まなければなら

ない。 

 

（加入承諾書等の交付） 

第３条 市長は、加入の申込みを承諾したときは、承諾書及び横浜

市勤労者福祉共済被共済者証・家族証（別記様式）を当該申込者

に交付する。 

２ 被共済者が横浜市勤労者福祉共済被共済者証・家族証の再交付

を受けようとするときは、その旨を記載した書面を市長に提出し

なければならない。 



（被共済者の異動の届出） 

第４条 加入者は、事業主等及び条例第４条第１項各号に掲げる従

業員を被共済者として追加しようとするとき、新たに被共済者と

なる従業員（事業主等を含む。）を雇用したとき、又は市内の事

業所への転勤により従業員が被共済者資格を取得したときは、遅

滞なく、これらの者の横浜市勤労者福祉共済被共済者名簿を市長

に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の横浜市勤労者福祉共済被共済者名簿を受理した

ときは、横浜市勤労者福祉共済被共済者証を当該加入者に交付す

るものとする。 

３ 加入者は、被共済者が死亡し、若しくは退職し、又は市外の事

業所への転勤その他の理由により被共済者資格を喪失したとき

は、遅滞なく、横浜市勤労者福祉共済被共済者資格喪失届出書

（第５号様式）に横浜市勤労者福祉共済被共済者証を添えて市長

に届け出なければならない。 

４ 市長は、前項の届出書を受理したときは、横浜市勤労者福祉共

済被共済者資格喪失受理書（第６号様式）を当該加入者に交付す

るものとする。 

 

 

（被共済者の異動の届出） 

第４条 条例第４条の加入者は、条例第２条の事業主等及び条例第

４条第１項各号に掲げる従業員を被共済者として追加しようとす

るとき、新たに被共済者となる従業員（事業主等を含む。）を雇

用したとき、又は市内の事業所への転勤により従業員が被共済者

資格を取得したときは、遅滞なく、これらの者の名簿を市長に提

出しなければならない。 

２ 市長は、前項の名簿を受理したときは、横浜市勤労者福祉共済

被共済者証・家族証を当該加入者に交付するものとする。 

 

３ 加入者は、被共済者が死亡し、若しくは退職し、又は市外の事

業所への転勤その他の理由により被共済者資格を喪失したとき

は、遅滞なく、当該被共済者の氏名、資格を喪失した理由その他

市長が必要と認める事項を記載した届出書に、横浜市勤労者福祉

共済被共済者証・家族証を添えて市長に届け出なければならな

い。 

４ 市長は、前項の届出書を受理したときは、その旨を記載した書

面を当該加入者に交付するものとする。 

 

 



（第５条省略） 

 

（脱退） 

第６条 共済から脱退しようとする者は、横浜市勤労者福祉共済脱

退申出書（第７号様式）に横浜市勤労者福祉共済脱退同意書（第

８号様式）を添えて市長に申し出なければならない。 

２ 市長は、前項の申出を承諾したときは、横浜市勤労者福祉共済

脱退承諾書（第９号様式）を当該申出者に交付するものとする。 

３ 市長は、条例第６条第２項の規定により加入者を共済から脱退

させたときは、遅滞なく、横浜市勤労者福祉共済脱退決定通知書

（第10号様式）により、その旨を当該事業主等に通知するものと

する。 

 

（届出） 

第７条 加入者は、次に掲げる事項に変更が生じたときは、遅滞な

く、その旨を市長に届け出なければならない。 

(1) 事業所の名称及び所在地 

(2) 事業所の代表者 

(3) 事業所の取引金融機関 

 （新設） 

（第５条省略） 

 

（脱退） 

第６条 共済から脱退しようとする者は、事業所の所在地、名称、

代表者の氏名、脱退する理由その他市長が必要と認める事項を記

載した申出書に、条例第６条第１項の脱退同意書を添えて市長に

申し出なければならない。 

２ 市長は、前項の申出を承諾したときは、その旨を記載した書面

を当該申出者に交付するものとする。 

３ 市長は、条例第６条第２項の規定により加入者を共済から脱退

させたときは、遅滞なく、その旨を当該事業主等に通知するもの

とする。 

 

（変更等の届出） 

第７条 加入者は、次に掲げる事項に変更が生じたときは、遅滞な

く、その旨を市長に届け出なければならない。 

(1) 事業所の名称及び所在地 

(2) 事業所の代表者 

(3) 事業所の取引金融機関 

(4) その他市長が必要と認める事項 



 

（第２項省略） 

 

（給付金等の申請） 

第８条 加入者は、条例第７条の規定による給付金等の給付を受け

ようとするときは、給付理由が生じた日から３箇月以内に横浜市

勤労者福祉共済給付金等申請書（第11号様式）により市長に申請

しなければならない。ただし、入学祝金及び祝品、永年勤労祝品

並びに加入褒賞金の給付については、申請を省略することができ

る。 

   （第２項から第３項まで省略） 

 

 

   （第９条、第10条省略） 

 

 

 

 

 

 

 

（第２項省略） 

 

（給付金等の申請） 

第８条 加入者は、条例第７条の規定による給付金等の給付を受け

ようとするときは、給付理由が生じた日から３箇月以内に事業所

の所在地、名称、代表者の氏名、被共済者の氏名、給付の種類そ

の他市長が必要と認める事項を記載した申請書により市長に申請

しなければならない。ただし、入学祝金及び祝品、永年勤労祝品

並びに加入褒賞金の給付については、申請を省略することができ

る。 

   （第２項から第３項まで省略） 

 

（第９条、第 10条省略） 

 

 

 

 

 

 



別表（第７条の２）  

種類 給付事由 給付額等 備考 

（省略） 
永年勤労祝
品 

3年以上継続して被
共済者である者が、
満60歳に達したと
き。 

10,000円 
相当の物 

被共済者でなくな
った後３箇月以内に
再び被共済者となっ
た場合は、当該期間
は、継続していたも
のとみなす。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（省略） 
加入褒賞金 被共済者が、共済

に加入後5年間を経過
したとき。 

5,000円 被共済者でなくな
った後3箇月以内に
再び被共済者となっ
た場合は、当該期間
は、継続していたも
のとみなす。 

被共済者が、共済
に加入後10年間を経
過したとき。 

10,000円 

被共済者が、共済
に加入後15年間を経
過したとき。 

20,000円 

 

 

 

別表（第７条の２） 

種類 給付事由 給付額等 備考 

（省略） 
永年勤労祝
品 

3年以上継続して被
共済者である者が、満
60歳に達したとき。 

10,000円 
相当の物 

移籍（被共済者
が被共済者でなく
なった後３箇月以
内に再び被共済者
になることをい
う。以下同じ。）
をした被共済者に
ついては、当該者
が被共済者でなく
なった後再び被共
済者になるまでの
間は、被共済者で
あったものとみな
す。 

（省略） 
加入褒賞金 被共済者が、共済に

加入後5年間を経過し
たとき。 

5,000円 移籍をした被共
済者については、
当該者が被共済者
でなくなった後再
び被共済者になる
までの間は、被共
済者であったもの
とみなす。 

被共済者が、共済に
加入後10年間を経過
したとき。 

10,000円 

被共済者が、共済に
加入後15年間を経過
したとき。 

20,000円 

 

 



    （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




